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本稿は，東南アジアの中でも南シナ海周辺（図1）の自然，

地形，稲作，都市，文化について，地図を読み取りながら，

白地図の作業や設問を解答するワークシートを用いた授業

の一例である。使用するワークシートの作業や設問ごとに，

新課程（2022 年度・令和 4 年度実施）で示された「知識・

技能（★）」，「思考力・判断力・表現力等（★★）」，「学び

に向かう力・人間性等（★★★）」の資質・能力を育成す

る指標を，★の数で示した。観点別評価や生徒の自己評価・

振り返りに活用してほしい。

【国名・首都名クイズ】
高校生にとって，東南アジアは遠い国である。主要な国

は挙げられるが，その正確な場所や首都まで知っている生

徒は少ない。そこで，初めに白地図の「国名・首都名クイズ」

で場所と首都を確認しよう（問１）。まずは何も見ずに解

答して，その後，周囲の者と相談したり，見比べて，最後

に地図帳で確認すると良い。

【自然・地形・河川と稲作 /都市を読み取る】
作業１～３では，白地図の作業を通して地形の特徴を捉

える。東南アジアの国々の地形は大陸部と島嶼部に分かれ

る。大陸部のインドシナ半島は，北部がアルプス・ヒマラ

ヤ造山帯の隆起山脈で，その南には平原が広がり，河川に

よって沖積低地，三角州が形成されている。特に注目すべ

きは，インドシナ半島に流れる大河川（ホン川・メコン川・

チャオプラヤ川・エーヤワディー川）である。各河川の下

流には，作業３で記入する首都・大都市（ハノイ，ホーチ

ミン，バンコク，ヤンゴン）が立地している。また，内陸

に位置するビエンチャン，プノンペンもメコン川に接して

いることに留意してほしい（図4：作業記入例）。

次に問２から問６で，インドシナ半島の大河川周辺の地

形や気候の特徴を読み取り，世界的な米の生産地である理

由と，大都市が形成される理由を関連付けていく。インド

シナ半島では，河川によって山地からの肥沃な土が堆積し，

広大な沖積低地，三角州が形成される。さらに，モンスー

ンの影響で雨季に高温多雨な気候になるため，ここで大規
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１．はじめに　〜概要とワークシートについて〜

２．ワークシートNo.1（図2 , 図3）

図1  地図帳紙面　南シナ海周辺
（基本地図帳　p.27-28）

図4  ワークシート No.1　作業 1 〜 3 記入例図2，3  ワークシート No.1　
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模な稲作が行われている。河川周辺の地形的な特徴に注目

すると，広大な低地では，地形的な制約を受けにくく，農

地や都市の開発が容易に広がりやすい。特に，下流の三角

州地帯では，広大な低地に加え，海にも近く，政治や経済，

交易の拠点として大都市が形成される。また，三角州地帯

だけでなく，ビエンチャン，プノンペンを例に，内陸都市

の発展とメコン川の河川交通の関係を考察するのも良い。

逆に日本では河川交通や内陸都市が発達しにくい理由を対

比すると，発展的な考察に繋がるだろう（問７）。

一方，島嶼部の大部分は，プレートの狭まる境界に位置

する。新期造山帯の島弧列島である点や，傾斜地に作られ

た棚田での稲作，台風や地震，火山による自然災害が多い

点など，日本との共通点にも着目したい（問７）。

【東南アジア各国の代表的な料理と特徴を読み取る】
　No.2では，東南アジア諸国の地理や歴史，交易や文化の

伝播，宗主国の影響によって形成された文化を探りながら

（作業１～２／問１～３），地図を用いて各国の食文化の

特徴を推理して，考察していく（作業３／問４）。

　主食の米は，炊く，蒸すだけでなく，麺やバインチャン

（ライスペーパー）にするなど，様々な形で食べられる。

各地の料理の大きな特徴は，現地の食材を使用して，様々

なスパイス類を使った「インド系料理文化」と，炒め物や

麺類，汁物の多い「中国系料理文化」の影響を受けている

点である。その影響度は，インド（西から東進）や，中国

（北から南進）から東南アジアまでの距離や交易ルートと

関係が深い。さらに，宗教や旧宗主国の影響が加わり，重

層的な文化が複雑に融合した料理になった。

　考察の際には，中国系料理文化とインド系料理文化の特

徴を分類して，その伝播や影響を地図に記入してみると

良い（作業３／問４）（図7：作業記入例）。ベトナムの

フォーは，中国の影響が濃く，一方，マレーシアのナシレ

マは，インドの影響が濃い。ニョニャ料理は，マレー料理

に中国系料理文化が融合したシンガポールの料理（※１）

で，中国から離れているが，人口の多い華人や，貿易拠点

である，その地の歴史に関係が深い。フィリピンの料理

は，特に旧宗主国であるスペインと，距離の近い中国の影

響を受けている。スパイスが強く辛い料理が少ないのは，

インドから遠く，その影響が少ないからだと考察できる

（問４）。ここで，まとめた内容を，グループ内やペアで

地図を用いて発表し合うと，複雑に重なった文化とその伝

播や影響が整理されて，理解がさらに深まるだろう。

　高校生にとって，東南アジアは遠い国である。しかし，近

年，多くの日本企業が東南アジアへ進出し，「MADE IN東南

アジア」の製品をよく見かける。多くの観光客や外国人技能実

習生が来日している。街角で時々見かける東南アジアの専門

料理店では，現地の味を日本でも手軽に味わえる。こうみると

日本と東南アジアの繋がりは深く，身近にある。遠く未知だと

思い込んでいる東南アジアとの繋がりや，リアリティを感じる

きっかけになる授業を目指したい。

※1　その他，マラッカやペナンなどマレーシアの中でも，交易拠点

として栄えた華人の多い地域にも見られる。　
【引用文献・注釈】

今井昭夫 編『東南アジアを知るための 50 章』明石書店

石毛直道 著『世界の食べもの ～食の文化地理～』

　講談社

4．おわりに

「山川&二宮 ICTライブラリ」にて，
授業用ワークシートを掲載します。

3．ワークシートNo.2（図5 , 図6）

図7  ワークシート No.2　作業 3, 問 4 記入例図5 ,6  ワークシート No.2　



海洋を中心とした拡大図を
新しく掲載しました。



これまで切り離していたフィリピンが
１つの図におさまりました。


